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石川中裁判は、2005年6月16日、最高裁で上告棄却という不当な結論が出されました。しかしながら、根津公子さんは、石川中裁判として司法に問うたこの「日の丸・君が代の強制に対する不服従」そのもので、第６次被処分(減給６ヶ月)、第７次被処分(停職１ヶ月)とたて続けに処分を受け、上告棄却の出たまさにその日は、「校門前出勤」の最中だったのです。これを最高裁は、なんと見るでしょうか。私たちは、根津さんに対する攻撃を、第７次被処分で食い止め、処分撤回を勝ち取りましょう。また、根津さんと共に行動し、それぞれの処分や不利益差別に直面している教員への支援も併せて、活動の輪を広げていこうではありませんか。
　　　　　●第７次被処分「校門前出勤」特集　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　校門前出勤で得られたもの…根津公子　支援者の声…　　　　　　　　2ｐ

　　　　　●第３次被処分「石川中裁判」最高裁上告棄却…萱野一樹弁護士　　　　6p

        　●石川中裁判を支える会・第５回総会報告・アッピール　　　　　      8p

●再発防止研修抗議への支援と裁判傍聴支援                          16p　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　2005年4月立川二中入学式での「日の丸・君が代強制」

不服従に対し停職１ヶ月の懲戒処分

　　停職１月処分と校門前「出勤」

　温かいお気持ちに励まされて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　根津公子

「君が代」斉唱の不服従で「停職１月とボーナス０」。私は、あと何度教員として春を迎えられるのだろう。たかが「君が代」不起立でしかないのに。

先の戦争の時、「命令」に反対することは、死を覚悟することだった。今なお、世界のあちこちで、国家にもの申し、不平等と闘う人たちは、死と隣りあわせだ。停職中、校門前にいて道行く人と仲良しになったのだが、ご年配の方は私への処遇を知って、「戦争中と同じですね。」とどなたもおっしゃっていた。死を覚悟しなければならなくなる前に、いまの事態を止めなくては、と思う。

◆生徒に励まされ

　５月２８日から１ヶ月の停職の間、私は毎日校門の前まで「出勤」した。私は悪いことはしていない。処分は不当。仕事をしたい。と思ったからだ。カレンダーの裏に「『君が代』斉唱で起立しないからと、１月停職処分！　・私が起立しなかったことで迷惑を受けた人はいますか？　・私はまちがっていると思うことには、命令でもしたがえないのです」と書き、プラカードにして座った。

授業に来ないで校門前にいる私を見た生徒たちが、何が起きたのか知りた　　　　　　いと思うのは当然だ。知ればさらに、疑問が増すのもまた、当然。生徒たちはいろいろ訊いてきたので、たくさんの会話や交流をした。毎日のように話し込んで行く生徒もいた。

「なぜ立たないと処分なの?」「誰が処分をしたの?」「生活どうするの?」「君が代って天皇の歌なんでしょ?」。日が経つにつれて、「体大丈夫？」と気にしてくれたり、「先生がんばって!」と毎日言ってくれたり。自分のメッセージを書き、雨対策を施して、私のプラカードの隣に置いた生徒。修学旅行のお土産を持ってきてくれた生徒。「石原知事からひどいことをされても、正しいことをする先生を尊敬します。私もそう生きたい」「大勢の先生たちが君が代に反対の考えを持っているのに、実際に行動に移す先生はなかなかいない。だから先生は偉い」。身に余ることばをくれた生徒もいた。生徒たちのことばに、私はとっても励まされた。何ものにも替えがたい宝物をプレゼントされた。私の受けた処分と行動から、生徒たちが今の社会について知り、生き方を考えるきっかけにしてくれたら…、理不尽なことには黙っていなくていいんだということを知ってくれたら、うれしい。

一方、「常識」から外れた私の行動に、疑問や批判を持った生徒もいただろうと思う。でも世の中には、しかも身近なところに常識とは違う行動を、信念を持ってする大人がいるということを、今は理解できなくても、この先人生のどこかで思い起こすことに遭遇するかもしれない。事実から隔離されている子どもたちに、事実を伝えることの意味は大きいはずだ。

日本人は、「指示待ち」「自分の意見を言わない」と評されるが、子どものときに事実から遠ざけられ、考える機会を奪われていて、大人になって発言できるものではないと思う。個人の意思決定を大事にする国では、家庭教育、学校教育段階で子どもたちに、政治的･社会的問題を当たり前に投げかけている。学びたい点だ。

◆たくさんの方が校門前に

立ち始めて数日経つと、メールで知って、あるいは新聞で読んで・・・と、連日何人もの方が校門前に激励に来て下さった。国鉄を解雇され闘っておられる国労闘争団原告の方や、大成高校で仕事を取り上げられ闘っている方、韓国で教員をされ今年１年留学中の崔さん（＝今回寄稿していただいた）、また、新聞で知り、居ても立ってもいられずに来られたというご年配の方、神奈川県や千葉県からいらした方々。毎日、コーヒーを届けてくださった近所の方もいらっしゃる。終わり数日は、１日に２０数人もの方がいらした。｢処分は不当、仕事をしたい｣という私ひとりの気持ちで一人、締め出された校門前に佇むだけのつもりで始めた、ただそれだけのことだったのに。心配する友人たちにも、｢一人座っているだけだから｣と言っていたのだが、それぞれの方が、それぞれのお気持ちで動かれた結果であった。メールやお手紙での励ましや、美味しい贈り物までいただいた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

私は担任も外されているし、着任２年目でもあるので、知り合った保護者はいないに等しいのだが、何人かの保護者から直接間接に励ましのことばをいただいた。

沢山の人と出会い、温かいお気持ちをいただき、人と人とがつながって豊かに暮らすことを感じる毎日だった。他の人が緊急事態に置かれた時、果たして私には何かできるだろうか.…？と思いながら。ご支援ありがとうございました。

◆都・市教委にわからせよう！「都民の多数は不起立処分に反対」だと

停職中に立川市の文教委員会を傍聴した。「君が代」問題について共産党の議員が質問に立ちその中で、｢子どもに強制するのか｣と質問したところ、教育長は、「子どもについては、先生の指導によって十分に理解をさせていく。強制＝口をこじ開けさせなくていいよう、日頃から指導をするのが先生の役割。それをして行けば、子どもの内心を侵すことはなくなる。精神的作用をするのが教育だから、子どもの思いと違っても、それが子どもの内心を侵すとはならない」と。また、起立しない市議を来賓から外したことに関連した質問に指導課長は、「保護者には（起立を）今のところお願いしていない」と言った。ということは、先々は、起立しない保護者も排除するということか･･･？弾圧に、ここまで、という一線は皆が黙っていればなくなってしまう。

なお、課長は、「職務命令という行為を命じるものについては従う従わないを憲法に基づいてやっていては、学校組織として成り立たない。組織の長の言うとおりにしてもらう」とも言った。憲法違反を承知の上での「強制」なのだ。

３月の東京新聞は「君が代強制反対７割」、６月の朝日新聞は「不起立処分、反対61％、20代では７割超す」と報じている。自民党支持者でさえ40％が反対。これが市民、都民の気持ちなのだ。民意を否定し、暴走する教育行政を止めることに心血を注ぎたいと思う。今のように外堀が壊されて、教室だけで子どもたちを守ることはできないのだから。「戦死せる教え児よ」（竹本源治：戦中の教員）を繰り返してはならない。教育行政、教育現場にいる人たちは少しの勇気を持って立ち上がりましょう。
「戦死せる教え児よ」竹本源治

逝いて還らぬ教え子よ　私の手は血まみれだ！　君を縊ったその綱の　

端を私も持っていた　しかも人の子の師の名において　嗚呼！　

「お互いにだまされていた」の言訳が　なんでできよう　

慚愧、悔恨、懺悔を重ねても　それが何の償いになろう　

逝った君はもう還らない　今ぞ私は　汚濁の手をすすぎ

　　　涙をはらって君の墓標に誓う　「繰り返さぬぞ絶対に！」

門前に集まった人々からはげましのメッセージ

　（千葉）　　井上敏子
 根津先生からの初出勤のメールをいただいて、ほんとに楽しそうで嬉しそうで、 教師という職業が、先生はお好きだし、あっているのですね。 子供たちのことも大好きで、力を与えたり貰ったり羨ましいくらいです。 だから１カ月も頑張ることが出来たのですね。 とは言っても、１カ月は大変！ 中野勇人さんの1047キロランニングキャラバンといい、根津先生の定職「出勤」１カ月といい 嬉しいですね！励まされます！こつこつと積み上げての感動というのがいいですね。
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（川崎） 　崔鍾順 （チェ・ジョンスン）
根津先生。お元気でしょうか。

「子どもと教科書全国ネット21」（以下「ネット21」）から送られてきたメールで「現場に無事に戻った」という知らせを読みました。とても嬉しいです。学生たちと会えるようになった先生はどれだけ嬉しかったかと思うと自然に笑いが出ます。 嬉しいです。学生たちがいない先生を考えることはできませんから。

実際にお会いしたことのない先生を知るようになったのは「ネット21」から送られて来るメールのおかげです。「ネット21」から毎日 5～6通のメールが来ます。扶桑社教科書不採択運動をしている状況が生放送のように、全国の運動のようすを知らせてくれるんですが、なかでも目を引く文がありました。“君が代を歌わなかったために停職処分となった女性教師の出勤闘争”“出勤闘争”という言葉にわけもなく胸がどきどきしました。

韓国では 80年代に入って民主化運動が全国的に広がりました。 そんな社会の雰囲気の中で教育民主化運動をする教師らが出ました。教育民主化宣言、全国教師協議会の創立、そして平校社会建設、さらに進んで私たちは全国教職員組合までつくるようになりました。しかしその道は易しい道ではありませんでした。政府は教師らのこの動きを共産主義教育をしようとする不純な教師らの集まりだと決めつけ世論を通じて全国あちこちで教師らを容共分子ないし共産主義者のレッテルを貼りました。そんな弾圧にもかかわらず教師らの民主化教育に対する情熱は冷めなかったのです。

そんな厳しい時期に私たちが行く道を迷わないようにしてくれた本は、まさに『人間の壁』でした。日本教職員組合が創立されるまでの苦難を描いたその小説は、まさに私たちには燈台守のようなものでした。 国は違っても民主教育にかける教師らの願いは同じで、またそんな逆境を勝ち抜き日教組をつくっていった先駆者たちに対する尊敬の心を教育運動に捧げたいという一念でたたかってきました。そのようななかで、一人、二人と停職、解職、罷兔にあいながらも最後まで教育に対する熱情を捨てませんでした。教育官僚らが私たちを追い出したけれど、私たちは学校の子ども達を捨てることはできないという思いで、出勤闘争を始めました。名誉や権力を志向する教育ではなかったので、本当に素朴に私たちの子ども達に正しい教育をしたいという思いだけでした。出勤闘争する教師らに加えられた教育省の弾圧は言葉ですべて表現することができません。パトカーを動員して教師を強制的に車に乗せて、ごみ溜めに捨てて帰るなど幼稚な方法をすべて動員したけれど、結局権力に屈しない堂々とした人生を選択しました。 本当に涙が出るたたかいでした。

だからこそメールで先生の出勤闘争という文章を読んだ時、まず涙が出ました。そして他人ごとではなかったし、ぜひお会いしたかったのです。全然知らない人に電話をかけることはたやすいことではなかったけれど、とても喜んで電話を受けてくださってありがとうございました。見ず知らずの人と電話をしながら何十年来の親友に会って話すように心が通じる感じを受け、人の縁というのは本当に不思議だと思いました。たぶん子ども達に傾けた情熱がお互いに通じたからではないでしょうか。

このごろ日本の右傾化一辺倒の状況を見ながらいろいろと心配していましたが、そんな状況の中でも希望を失わなかったのは、たぶん根津先生と学校の元気な子ども達に会ったからだと思います。また、「ネット21」と連帯して民主社会を実現しようとする日本人の良心を見ているからだと思います。

先生。お元気で頑張ってください。子ども達の未来のために。また先生ご自身のために――。それではこの辺で終わりにします。

　井上さん、崔さんともメールを見て駆けつけられた方。崔さんの長い闘いを伺って、権力の攻撃・弾圧の仕方は古今東西同じであることを確認。私の着任とともにデマ宣伝を校区に流し、「従軍慰安婦」の授業をきっかけにして組織的に弾圧をかけたそのやり方は、崔さんの受けた攻撃・弾圧と酷似したものです。苦難でも闘う道を選び取った崔さんたちの気持ちもまた、私の気持ちとぴったり。時間や国境を超えて気持ちが通じ合う空間を、二中の校門前に持ちました。一つ違うのは、彼女がその決断をしたのが20歳代であったこと。優しさの溢れる方です。（根津）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「こんにちはー」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　門前訪問者どうしで、記念撮影

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「はい、パチリ！」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　
石川中裁判　　

石川中事件の上告棄却決定を弾劾する！

２００５年７月１２日　　　　弁護士　萱野一樹

　石川中事件の上告が、６月１６日に棄却されました。憲法違反ないし最高裁判例違反とは言えないので上告理由にはあたらないという門前払い決定です。１審以来の事件の記録が最高裁に送られたのが５月１１日ですから、実質１ヶ月足らずの間に棄却決定を行ったということです。記録の量も、１審・２審を通じて相当膨大なものになっているにもかかわらず、実質１ヶ月にも満たない審理によって本当に判断できるのでしょうか。

　最高裁の場合、５人の裁判官の下に調査官というスタッフがいて、実際には調査官が記録を読み、判決や決定に対する意見を付けて裁判官に回すのです。つまり、調査官がお膳立てをして、裁判官は最後に味見をする程度だと言われています。世に調査官裁判と批判されているところです。本件でも、どこまで内容に立ち入って事の本質に迫ったのかはなはだ疑わしいと考えます。表面をさらっと撫でて憲法違反にあたらずとあっさりと切り捨てたというのが実情でしょう。本当に許せないことです。

　この上告棄却決定で根津さんの敗訴が確定したわけではありますが、勝敗を超えて、４年有余にわたってたたかったこの裁判の意義は大きかったと思います。教師が授業で子どもたちに説明した内容の当否をめぐって教育委員会が直接介入することが果たして許されるのか、教育基本法１０条で禁じられた不当支配にあたるのではないかをあくまで問い続け、問題提起をし続けたことは、教育委員会のこうした介入が教育現場に与えがちな萎縮効果を吹き飛ばし、教師としての自己の良心に忠実にたたかい続けた根津さんの姿が、見る人に勇気と希望を与えたことは間違いありません。そのたたかいが「ほうせんか」やメールなどで広く伝えられることで、多くの人にインパクトを与えたことだろうと思います。もし、根津さんが、本件について提訴しなかったとしたら、訓告文書が八王子市教育委員会の片隅にあるロッカーの中のファイルに他の文書と一緒に綴じ込まれたまま、光を当てられることもなくすぐに忘れ去られてしまったことでしょう。１審判決も２審判決も、本件は文書訓告で実害はないんだからまあそんなに目くじらをたてなくてもいいでしょうというトーンで貫かれています。根津さんは、そんな浅薄で皮相なものの見方を許さず、本件文書訓告の本質に迫り続けたのです。その意味でも非常に意義ある裁判だったと思います。

私は、解雇された国労組合員の解雇撤回訴訟のひとつを担当しています。１９８７年の国鉄の分割・民営化の際に、国鉄労働組合に所属しているという理由でＪＲに採用されず（一度目の解雇）、清算事業団に送られたうえ３年後に清算事業団からも解雇され（二度目の解雇）、以来２０年間近くも原職復帰を求めてたたかい続けているわけです。清算事業団では、それまで機関車の運転をしていた鉄道マンが草むしりやゴミ拾いをさせられたり、あるいは、なんの仕事も与えられずプレハブの中に一日中座らされているだけといった人格を否定するようないじめや迫害を受け、それでも国労をやめなかった労働者は、最後に路頭に放り出すという仕打ちを行ったわけです。家族を抱え、２０年間近くもアルバイトなどをしながら解雇撤回を求めてたたかい続けるのは大変なことです。家族や親類からはいつまでそんなことをやっているんだ、いい加減にあきらめて別の働き口を早く探しなさいと言われることもあるし、現にたたかいをやめて就職していった仲間もたくさんいます。しかし、今も１０４７名の国労組合員が不屈に解雇の撤回を求めて頑張り続けています。それは、どんなに苦しくてもつらくても、こんな国鉄やＪＲ、清算事業団のやり方は人間として許せないというその１点で頑張っているのです。いわば労働者としての人間としての尊厳をかけてたたかっているわけです。

　　根津さんも、石川中事件、多摩中事件、調布中事件そして今回の二度にわたる処分と立て続けに処分を受けながら、その全てについて徹底的に争っておられるのは、やはり、教師の良心と人間の尊厳にかけて譲ることができないところがあるからだと思います。根津さんのそうした姿は、全ての人に希望と勇気を与えるものです。弁護団としても、今後も全力を挙げて弁護活動を続けていく所存です。
　　　　　

石川中事件上告棄却に想う　　　　　　　　　　　　　根津公子

　９９年８月、八王子市教委和田参事は「学習指導要領逸脱」と言って私を訓告処分にしたはずだった。しかし裁判になったらそこは二転三転。裁判所は、そこに触れず、また当時の生徒たちの声に耳を傾けず、大事なところは回避した判断を下し、最高裁もまた、憲法、法令判断を回避した。判断できなかったのだと思う。「裁判長よ、責任と勇気を持って！」と言いたい。

　オウム真理教が証言した、「上からの命令は絶対だった」「犠牲者のことなど考える余裕がなかった」という状態は、そのまま今の日本を表している。そう思っての授業だった。あれから６年、さらに加速度的にその状態はひどくなってしまった。「上」を「都教委・石原」に、「犠牲者」を「子どもたち」に置き換えてぴったりしてしまう。

　私の授業が間違っていなかったこと、にもかかわらず、あるいはだからこそ、痛いところを突かれた市教委は権力をもって処分した、その事実は残された。私はこれからもこのことを世に広め、問うていくつもりです。

　被告・八王子市に反論を許さない、読みごたえのある意見書を書いてくださった高嶋伸欣さん、西原博史さん、成嶋隆さん、棟居快行さんはじめ何人もの学者の方や、広島の実態を陳述書に書いてくださった渕上和俊さん、授業について陳述書を寄せてくださった当時の生徒や保護者の皆さま、同じく陳述書を寄せてくださった同僚や市議のＩさん、本当にありがとうございました。




                           　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

活動報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局

●●裁判傍聴支援●●　　　　　　　　　　

　石川中裁判が始まって以来、今日まで、多摩中裁判、調布中裁判と合わせて通算30回の根津公子さんの裁判がありました。2004 年度だけでも15回の法廷が開かれています。そして、その度に、20名から50名近くの皆さんが傍聴支援を継続されています。まず、このように粘り強く傍聴に駆け付けておられる皆様に敬意を表したいと思います

石川中裁判（第３次被処分）
　「日の丸・君が代」の強制に反対し、思想の自由・表現の自由、教育の自由を守る裁判である石川中裁判は、2001年4月12日に八王子地裁で始まって以来、15回の地裁審理と３回の高裁審理で敗訴。最高裁に上告したが、2005年6月16日をもって上告棄却の通知が送付されてきた。日本の司法は一審から一度も憲法判断をせず、民主主義社会の根幹を揺るがすような問題に目をつぶった。

★2004年10月5日　　 第１回控訴審　東京高裁806号法廷

裁判官・・大喜多啓光　水谷正俊　河野清孝

根津公子さんの、「1999年の石川中を卒業する生徒への授業」が極めて正当であり妥当なものであったということを、二つの面から新証拠を提出し、証人を申請。新証拠の一つ目は、根津さんの授業を受け高く評価している当時の生徒たち６名の陳述書と証人採用申請。二つ目は、2000年の卒業式・入学式で、広島県府中市の小・中校長全員が処分された事件での、事務局・代理人をされた渕上和俊さんの陳述書と証人採用申請。八王子市教委が「誤りである」と断言し、八王子地裁はそのことの判断を避けたプリントの記述（「日の丸・君が代」で「教育委員会の指示に従う全国の校長の姿は、その思考がオウムと同じではないかと例示し問い掛けた内容」）が、事実に基づいているということを広島県の例を使って証明するため。

· 2004年12月2日     第２回控訴審　

　３人の裁判官は、根津さんの授業を高く評価している成人した生徒たちの意見を聞こうともせず、全国の校長たちが、「日の丸・君が代」の実施に邁進するのは、学習指導要領によるものではなく、教育委員会の圧力に怯えてのことであるという証拠を見ようとも聞こうともせず、５分足らずで結審通告。

★2005年2月10日     第３回控訴審

　「控訴棄却」の不当判決……「授業は不適当であることは明らかである」と、法的根拠も示さずに一方的に断じた拙速判決である。が、一面、裁判官が、法的根拠を示して判決を出せなかったということは、根津さんの教育活動が、憲法、教育基本法に照らしてまったく文句のつけようもないものであると言う裏の証明でもある。

· 2005年4月15日　　最高裁に上告

★2005年6月16日　　最高裁で上告棄却。

理由①上告について　民事事件について上告が許されるのは、民訴法３１２条１項又は２項所定の場合に限られるところ、本件上告理由は、違憲及び理由の不備・食違いをいうが、その実質は事実誤認又は単なる法令違反を主張するものであって、明らかに上記各項に規定する事由に該当しない。
②上告受理申立てについて　　本件申立ての理由によれば、本件は民訴法３１８条１項により受理すべきものとは認められない。よって裁判官全員一致の意見で、主文のとおり決定する。　
最高裁判所第一小法廷　裁判長裁判官・泉徳治　裁判官・横尾和子・甲斐中辰夫・島田仁郎

多摩中裁判（第４次被処分）
　2001年から2002年にかけて、都教委・多摩市教委・校長らは、多摩中での根津公子さんに対し、「指導力不足教員」制度を利用し、根津さんを指導力不足教員に仕立て上げ、現場から外そうとした。この組織的な権力犯罪は、８回に及んだ都人事委員会の審理の中で数々の証言や証拠と共にその実態が明らかにされた。が、都人事委員会は、そのような証拠を一切顧みることなく、根津さんの審査請求を棄却。根津さんは、その後、東京地裁にこの人権侵害を提訴し、今日まで、５回の法廷が開かれた。

· 2004年10月5日　第１回地裁審理

事実経過を述べた訴状提出　陳述書

· 2004年11月16日　第２回地裁審理

減給処分と指導力不足教員申請に至る事実経過についての書面提出

· 2005年1月24日　第３回地裁審理

学習指導要領に沿った家庭科とはどういうものか、根津公子さんが考える家庭科観を裁判官に示すため、家庭科の中で男女共生をめざした題材を取り上げることの積極的意味についての書面提出。

また、家庭科の男女共学運動の先達である半田たつ子さん、「家庭科が狙われている」著者の鶴田敦子さん（聖心女子大教授）の意見書提出。

· 2005年3月7日　第４回地裁審理

都側の反論は、『「男女共生」をテーマに「従軍慰安婦」を取り上げたことが問題ではなく授業の進め方が問題なのだ』という論調に方針転換。（しかし事実は、前島校長、肥後教頭らは、根津さんに対し「従軍慰安婦の授業をやったかどうかが問題なんだ」とすごんだり、「従軍慰安婦の授業をしないと約束してほしい」と保護者に言わしめる保護者会を仕組んだ）ところが、「従軍慰安婦」を取り上げたことは問題ではないと言う一方で、性暴力は家庭科では扱う内容ではないなどと主張している。行政として「男女共同参画社会を進める」と言いつつ、旧態依然とした性差別の家庭科観しか持ちえていないということを露呈している。

· 2005年5月16日　第５回地裁審理

書面審理

調布中裁判(第５次被処分)
　2003年４月の当時、都教委は、「通勤は90分までとする」という教員の異動要綱を定めていたにもかかわらず、根津さんを通勤110分かかる調布中へ異動させた。しかも、調布中には、家庭科の教員が居り、根津さんは明らかに過員配置。見せしめ異動である。そして、７月には、「逆らう教員は１年ごとに飛ばす。進んで従う教員は何年でも居てもらう」というあからさまな異動攻撃宣言とも言える人事異動要綱改悪を断行した。この件でも根津さんは都人事委員会に不服申し立てをしたが、人事委員会は１回審理を開いただけで、2004年4月に根津さんが立川二中に異動になったのを理由に(ここでも過員配置)「不利益は解消されたから審理請求は却下する」という裁決を出した。東京地裁に提訴。7回の審理が開かれている。

· 2004年11月8日　第１回地裁審理

訴状提出　陳述書

· 2005年12月2 0日　第2回地裁審理

書面審理

· 2005年1月17日　第3回地裁審理

書面審理

· 2005年2月21日　第4回地裁審理

書面審理

· 2005年3月24日　第5回地裁審理

書面審理

· 2005年5月30日　第6回地裁審理

都側の「みせしめ異動」に具体的に関わった３人の証言。この３人の証言は、都教委が「どんな手を使ってでも根津叩きをするのだ」ということを、図らずも暴露してしまった。池田為大氏　小川崇氏　原田美知子氏。

· 2005年6月6日　第7回地裁審理

根津公子さん本人尋問

　　主尋問では、多摩中で根津さんを指導力不足等教員に仕立て損なったことへの報復と他への見せしめを目的とした異動であったこと、調布中嶋校長は家庭科教員の「過員配置」など希望していなかったことを、事実を挙げて証言した。

　　都側の反対尋問は陳腐なことばかり。極めつけは、「なぜ、中央高速道路を使った車通勤にしなかったのか？（根津さんが学校近くに借りた）アパート代より経済的ではなかったのか？」だ。都教委が車通勤を禁止しているのに、である。今まで都は、「90分を超えても受忍限度内。通勤時間は都教委の裁量」と居直ってきたのに、ここにきて中央高速をもちだし高速車通勤なら90分で通えたはずだとする都代理人の尋問に、都側の余裕のなさを感じた。

●裁判傍聴以外の支援活動●●　　（時系列的にまとめました）

１、2004年8月～12月　石川中裁判を支える会会員・会友で、2004年卒業式、入学式での被処分者教員への支援・及び都教委への抗議と要請　　　　　    　　　再発防止研修時、不当事情聴取時、処分発令時などには都教委に対して抗議に行く
2,  2004年12月  根津公子さん・調布中への見せしめ異動の人事委員会審理の時、都教委の意を汲み（？）嘘の証言をした（当時の調布中校長）現調布５中の嶋校長へ真相を質す根津さんに同行

３、2005年1月  石川中裁判控訴審での「証人採用及び弁論再開を求める」署名活動　　  　　　１７４８筆の署名を寄せていただく
４、2005年1月  根津公子さん・岸田静枝さんへの１年での見せしめ異動を止めさせるための教育委員会への要請活動

５、2005年3月、4月　卒業式、入学式での「日の丸君が代不服従教員」支援

６、2005年5月28日～6月27日   根津さん第７次被処分停職１ヶ月

「門前出勤」へのはげましと支援

　　         ６月２０日の立川公民館での支援集会、立川駅での市民へのビラ撒き、など

　

２００４年度の石川中裁判を支える会会員や支援者の方々の動きは、ほうせんかの種がはぜて飛び散り、その先で芽を出し、花を咲かせ、次の種がはぜる様に、その自主的な動きが各地で拡がったものと認識しています。石川中裁判は、2005年6月16日に最高裁で上告棄却という不当な結論が出され、裁判そのものはなくなりました。が、石川中裁判を支える会の活動は、実質的には、根津公子さんや根津さんと共に歩む教員の教育活動を支える動きとしてその輪が広がってきております。現在、根津さんは、４年前、石川中裁判として世に問うた「日の丸・君が代の強制に対する不服従」そのもので、第６次被処分、第７次被処分とたて続けに処分を受けるという、前代未聞の事態に遭遇しています。私たちは、根津さんに対する攻撃を、第７次被処分で食い止め、処分撤回を勝ち取りましょう。また、根津さんと共に行動し、それぞれの処分や不利益差別に直面している教員への支援も併せて、活動の輪を広げていきましょう。

小森陽一さん講演　

　　　　　　　「日の丸・君が代」強制反対運動と憲法・教育基本法

総会後、憲法擁護、教育基本法改悪反対で積極的に発言され、また、根津さんが多摩中で攻撃された時には多摩市教委に直接出向いてくださった小森陽一さんに講演をしていただきました。午前中は京都、午後は大阪、夜は八王子と、ハードなスケジュールで飛び回る小森さんでしたが、疲れも見せずに、ジョークを交えながら、最近の改憲派の動きはどこから来ているのかというような情勢分析から始まり、「1946年にできた日本の憲法の第九条は、その１年前にできた国連憲章よりもっと積極的に戦争放棄を謳っている、国連憲章は自衛のための戦争は容認しているが日本国憲法九条はそれより一歩進んでいる、今の憲法九条改悪の要請はアメリカ政府から出ていて、現時点で、日本はすでにアメリカの戦争に加担しているのだ、教え子はすでに戦場に行っている、戦争体制になった時、真っ先に学校が動員される、今がその時である、従軍慰安婦問題からは全ての戦争は正義の戦争だという視点は浮かび上がってこない、そして従軍慰安婦問題を扱う教師は偏向教師だというような攻撃

が始まったのだ」、まさに根津さんの闘いは時代の核心部分をついて

いるのだと納得させられるようなお話でした。

会計報告　　2004年度　決算報告
	収入の部
	支出の部

	摘　要
	金額
	摘　要
	金額

	前年度より繰越
	384,879
	会議会場費
	38,600

	会費（198名分）
	396,000
	通信・チラシ(紙代、印刷費、郵送費)
	409,929

	カンパ
	957,269
	郵便振替手数料
	4,695

	端数カンパ
	33,710
	文具・事務費
	5,954

	Tシャツ基金から
	400,000
	弁護士費用
	1,570,000

	N講演基金から
	60,000
	裁判事務費
	198,569

	計
	2,231,858
	計
	2,227,747

	赤字
	　
	残
	4,111

	合　計
	2,231,858
	合　計
	2,231,858

	
	
	
	

	※会場費には、会議の他に5/27判決報告集会、2/10高裁判決集会の会場費も含む。

	※通信発行21～27号まで7回（1回につき、5.9万円弱）

	※事務費の中の裁判に関する支出は、別項目にして裁判事務費とした。

	
	
	
	

	上記の通り報告いたします　 　　　　　　　　　　　　　　　会計　　　高市裕子　　古荘斗糸子　　

	上記の通り相違ないことを認めます　　　　　　　　　　　　　　　　
	

	2005年7月4日　　　　　　　　　　　　会計監査　　上田恵弘　斉藤義子　　　


2005年度支える会予算

	収入の部
	支出の部

	摘　要
	金額
	摘　要
	金額

	前年度より繰越
	4,111
	会議会場費
	18,000

	会費（200名分）
	400,000
	通信発行（8回）
	480,000

	カンパ
	1,250,000
	郵便振替手数料
	6,000

	　
	　
	文具・事務費
	10,000

	　
	　
	裁判事務費
	100,000

	　
	　
	弁護士費用
	1,000,000

	　
	　
	予備費
	40,111

	　
	　
	　
	　

	計
	1,654,111
	計
	1,654,111

	赤字
	　
	残
	0

	合　計
	1,654,111
	合　計
	1,654,111



 　　　　              　　　　　      2005年7月9日

  


     　　　石川中裁判を支える会第５回総会・集会参加者一同

　立川市立二中の根津さんは、２００５年度入学式において「日の丸・君が代」の強制に不服従であったとして７度目の処分を受けました。しかも停職１ヶ月・ボーナス０という重さです。九州福岡地裁で４月２６日に減給取り消し判決が出たばかりのこの時期に、東京都教育委員会の常軌を逸した暴挙は、許し難いものです。生活破壊・教育破壊の処分乱発に強く抗議します。

　昨年の夏は、君が代処分と再発防止研修の弾圧が吹き荒れました。日の丸・君が代の法制化以来一段とスピードを強めた権力の攻撃は、２００３年の１０・２３通達で教育の細部にわたるまで国が管理統制をすることを宣言したのです。教育基本法や憲法の改悪を推し進め、先行実施の形で、「従わない者は切る」という暴挙をくりひろげています。学校現場は週案簿提出・ステップアップ研修・パワーアップ研修・その他数々の強制研修・自己申告書・学級経営案等々管理のための書類作り・授業監視・名札の首掛け・時間外勤務や休憩休息無しの労働強化等々の厳しい状況下にあります。数えだしたらきりがない日常的な命令と脅迫の中で教員達は心身を疲弊させ、病休に入る人や、突然辞める人や、若年退職者も年々増えています。そんな中で「いやなものはいや」と行動する不服従教員には「担任外し」処分・「指導力不足等」研修処分・「賃金差別」処分・「強制異動」処分・減給処分・停職処分等々の処分攻撃や恫喝が待っています。それでも国家統制の道具になるまいと様々な不服従を続ける教員達がいます。そして闘いを続ける人々が共にいます。

  子ども達は学力学力と煽られ、競争を強いられています。考え判断する力より諦め従う従順なる精神の育成を強いられています。個より公・国を大切にし、命をかけて国を守る「男らしさ」を求められ、そんな男を支える「女らしさ」を強いられようとしています。世界一古い憲法はさっさと変え、戦争で平和をつくるのだと主張する教科書を与えられようとしています。戦争のできる国づくりに向けて心を支配され、黙って従う心身を大人達（教師も親も）の姿を通して浸透させられつつあります。それでもほうせんかの種がはじけるように、「子どもはお国のためにあるんじゃない」と平和と平等に向けて歩み始めている子ども達がいます。             

　そして私達は知っています。闘いのなかに光の筋があることを。「おかしなことには服従しない姿を示したい」と停職中も門前で生徒達と交流をする中で生まれたような光を。「お帰りなさい」「がんばって」「さあ、勉強しようよ」と復帰した根津さんを迎い入れた子ども達の心を。私達はそれぞれの暮らしの中で行動します。学校が子ども達と「未来や希望を語り合う場」であり続けるように。自分の頭で考え判断し行動する楽しさを共有できるように。そして何より平和な未来を実現するために。一つの行動スタイルに束ねることより、違いを認め合う力を磨き、色々な場所で、色々な方法で平和への道をどこまでも踏み固め続けていきましょう。人それぞれの不服従魂を網の目の様に繋ぎ合わせて、　　　　止めよう　戦争教育 ！          

　＊戦争のできる国を「つくる会」の教科書（扶桑社）採択阻止 

  ＊憲法・教育基本法改悪阻止　    ＊不服従教員への弾圧阻止

戦争に連なるあらゆることに不服従  

 わたし（ あなた）自身の不服従

　　のらりくらりと不服従

　　　時にはきっぱり不服従

　　とにかく息長く不服従



都・市教委は再発防止研修を７月２１日（木）に強行しようとしています。

発令通知を受けた私（たち）の不起立行動は教育的信念からの行為であって、再発防止の概念には該当しないことです。そこで私たちは、東京地裁にこの研修命令の執行停止申し立てをしました。その決定が７月１５日に「却下」ときました。納得いきません。

　ただ、決定文には次のようなくだりがあります。「自己の思想、信条に反することはできないと表明する者に対して、なおも職務命令や研修自体について、その見解を表明させ、自己の非を認めさせようとするなど、その内心の自由に踏み込み、著しい精神的苦痛を与える程度に至るものであるならば、これは、教職員の水準の維持向上のために実施される研修の本質を逸脱するものとして、教職員の権利を不当に侵害するものと判断される余地はある」。私もほかの２９人も、「著しい精神的苦痛」を受けるのが必至だから訴えたのです。決定文は、研修の本質にも言及しています。この決定文からすれば、「執行停止」の帰結しかない、と思うのですが…。

　２１日、都教委は「再発防止研修」を強行するでしょう。私は午後の時間帯で発令されていますが下記のように午前と午後とに分けられています。教員の皆さん、休暇を取ってぜひ駆けつけてください。教員でない方も、ご参加いただけると有難いです。また、都・市教委に抗議の声を届けてください。（根津）

　　　　　　　　　　　　記

時間　　午前の部　９：00～全水道会館4階大会議室で決起集会

９：30～技術センター前で支援・抗議行動　
　　　　午後の部　13：00～全水道会館４階大会議室で決起集会

13：30～技術センター前で支援・抗議行動
場所　　全水道会館：水道橋東口下車歩5分、北に直進300m右手

都総合技術センター：水道橋東口下車歩３分。北に向い、十字路右手の都立工芸高校東隣　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

★★7月25日(月)10:00～東京地裁710号法廷

　　　　　　　　多摩中裁判　根津公子さん本人の意見陳述

· ★8月25日(木)13:30～東京地裁103号大法廷（大法廷に変更になりました）　　

調布中裁判(見せしめ異動)
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